
千
葉
工
業
大
学

芝
浦
工
業
大
学

東
京
都
市
大
学

東
洋
大
学

新
潟
工
科
大
学

神
奈
川
大
学

東
京
電
機
大
学

日
本
工
業
大
学

帝
京
大
学

産
学
連
携
・
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
大
学
〈
順
不
同
〉

　　 ２０１１年 平成２３年 ５月１３日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
東
京
都
市
大
学
は
２
０
０

９
年
４
月
に
「
武
蔵
工
業
大

学
」
か
ら
名
称
を
変
更
し

た
。
同
時
に
既
存
の
工
学
部

と
知
識
工
学
部
、
環
境
情
報

学
部
に
加
え
て
、
新
た
に
都

市
生
活
学
部
都
市
生
活
学
科

と
人
間
科
学
部
児
童
学
科
を

新
設
し
た
。
「
産
官
学
連

携
」
で
は
、

年
４
月
に
設

立
し
た
産
官
学
交
流
セ
ン
タ

ー
で
、
官
公
庁
、
民
間
企
業

と
の
交
流
を
通
じ
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、

年
３
月
に
東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
と
学

術
連
携
に
関
す
る
覚
書
を
、

年
２
月
に
は
横
浜
市
水
道

局
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結
し
、
他
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て

は
、
通
常
の
受
託
研
究
契
約

に
よ
る
「
一
般
受
託
研
究
」

の
ほ
か
、
１
件

万
円
以
下

の
調
査
、
分
析
、
技
術
相
談

・
指
導
な
ど
を
簡
便
な
手
続

き
で
行
う
「
簡
易
受
託
研

究
」
が
あ
る
。

　
東
洋
大
学
川
越
キ
ャ
ン
パ

ス
は
今
年
で

周
年
。

年

度
よ
り
理
工
学
部
と
総
合
情

報
学
部
と
し
て
新
た
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
理
工
学
部
で
は

「
企
業
に
お
け
る
実
践
力
の

養
成
」
を
旗
印
に
、
新
設
の

生
体
医
工
学
科
な
ど
６
学
科

に
加
え
、
副
専
攻
の
３
コ
ー

ス

バ
イ
オ
・
ナ
ノ
サ
イ
エ

ン
ス
融
合
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
、
地
域
学

を
用
意
。
総

合
情
報
学
部
で
は
「
シ
ス
テ

ム
技
術
の
み
な
ら
ず
Ｉ
Ｔ
が

利
用
さ
れ
る
環
境
を
総
合
的

に
学
ぶ
」
こ
と
を
目
指
す
。

　

年
度
発
足
の
産
学
協
同

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
代

Ｇ
Ｐ
で
培
っ
た
中
核
人
材
育

成
事
業
を
継
承
し
地
元
中
小

企
業
向
け
の
技
術
講
座
を
提

供
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
か

ら
の
委
託
事
業
で
技
術
系
学

生
向
け
社
会
人
心
得
「
社
会

人
力
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、

モ
ノ
づ
く
り
を
志
す
人
の

「
望
ま
し
い
行
動
規
範
」
を

解
説
す
る
な
ど
「
企
業
、
学

生
」
双
方
に
向
け
た
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
神
奈
川
大
学
は
研
究
支
援

部
が
中
心
と
な
っ
て
産
学
官

連
携
を
推
進
し
て
い
る
。
そ

の
産
学
官
連
携
は
「
理
学

部
、
工
学
部
が
個
別
に
受
託

開
発
す
る
よ
う
な
つ
な
が
り

か
ら
、
近
年
は
大
学
と
企

業
、
大
学
と
大
学
、
さ
ら
に

は
大
学
と
自
治
体
と
い
っ
た

形
に
変
容
し
て
い
る
」
と
田

口
澄
也
研
究
支
援
部
次
長

産
官
学
連
携
担
当

は
指

摘
す
る
。

　
神
奈
川
大
学
は
神
奈
川
県

内
の

の
大
学
と
公
的
産
学

連
携
支
援
機
関
６
団
体
で
構

成
す
る
、
か
な
が
わ
産
学
公

連
携
推
進
協
議
会
に
参
加
。

神
奈
川
県
内
の
企
業
と
の
結

び
つ
き
を
強
め
て
い
る
。
さ

ら
に
地
域
と
の
連
携
を
一
歩

す
す
め
、
神
奈
川
区
役
所
と

の
連
携
推
進
協
定
を
締
結

し
、
安
心
と
活
力
の
あ
る
地

域
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

の
協
力
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
「
産
学
官
連
携
は
ブ
ー
ム

の
時
期
を
過
ぎ
、
代
わ
っ
て

実
を
得
る
時
期
を
迎
え
た
」

田
口
次
長

。
企
業
が
開

発
に
費
用
対
効
果
を
強
く
求

め
る
時
代
に
、
神
奈
川
大
学

の
存
在
感
も
高
ま
っ
て
い

る
。

　
帝
京
大
学
理
工
学
部

宇

都
宮
キ
ャ
ン
パ
ス

の
機
械

・
精
密
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
で

は
、
実
践
を
通
し
て
論
理
的

な
思
考
を
身
に
つ
け
る
「
実

学
」
の
教
育
指
針
の
下
、
自

動
車
を
対
象
と
し
た
オ
ー
ト

モ
ビ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・

コ
ー
ス

Ａ
Ｔ
Ｃ

を
設
け

て
い
る
。
多
く
の
技
術
分
野

で
構
成
さ
れ
る
自
動
車
を
具

体
的
に
学
び
、
自
動
車
だ
け

で
な
く
、
多
彩
な
分
野
に
対

応
で
き
る
技
術
者
に
な
る
た

め
の
人
材
を
育
成
す
る
。

　
Ａ
Ｔ
Ｃ
は
国
家
資
格
で
あ

る
二
級
自
動
車
整
備
士
の
養

成
施
設
と
し
て
の
内
容
も
含

ま
れ
、
自
動
車
整
備
を
実
習

授
業
で
行
う
。
学
生
は
自
分

で
分
解
し
組
み
立
て
る
こ
と

で
基
本
機
能
や
目
的
機
能
を

理
解
す
る
。
設
計
・
製
造
と

製
品
整
備
と
い
う
、
両
面
か

ら
考
え
る
能
力
を
養
う
。

　
２
０
１
０
年
度
の
Ａ
Ｔ
Ｃ

二
期
卒
業
生
は
二
級
ガ
ソ
リ

ン
自
動
車
整
備
士
の
資
格
取

得
率
１
０
０
％
を
達
成
し
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車

各
種
部
品
の
専
門
メ
ー
カ
ー

へ
就
職
し
た
。

　
東
京
電
機
大
学
は
、
理
工

系
総
合
大
学
と
し
て
幅
広
い

分
野
の
研
究
を
行
っ
て
い

る
。
大
学
発
の
研
究
が
企
業

と
の
懸
け
橋
に
な
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て

い
る
。
来
年
４
月
の
東
京
千

住
キ
ャ
ン
パ
ス
誕
生
に
先
立

ち
、
リ
エ
ゾ
ン
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
北
千
住

に
開
設
。
地
域
連
携
の
推
進

と
技
術
移
転
・
事
業
創
出
の

支
援
に
努
め
る
。

　
埼
玉
鳩
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会
が
あ

る
。
同
交
流
会
で
は
勉
強
会

や
企
業
見
学
会
お
よ
び
技
術

発
表
会
を
行
い
、
会
員
で
あ

る
地
元
企
業
と
の
交
流
を
深

め
て
い
る
。

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
印
西
市
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
い
ん
ざ
い
産
学
連

携
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
地

元
企
業
と
交
流
会
・
研
究
会

を
重
ね
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
産
学
連
携
活

動
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
技
術
相
談
を
通
じ
て
、
昨

年
度
は
１
０
０
件
の
研
究
を

受
託
し
た
。

　

年
の
実
学
教
育
を
伝
統

と
す
る
芝
浦
工
業
大
学
は
、

科
学
に
裏
付
け
さ
れ
た
工
学

を
社
会
と
世
界
の
諸
相
を
通

し
て
学
び
、
そ
の
諸
問
題
の

解
決
に
貢
献
す
る
実
践
型
技

術
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
実
現
の
要

は
、
「
工
学
教
育
」
「
技
術

革
新
を
目
指
す
研
究
」
「
社

会
・
経
済
的
価
値
創
造

イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

」
三
位
一

体
推
進
に
あ
る
。
推
進
の
エ

ン
ジ
ン
役
と
し
て
複
合
領
域

産
学
官
民
連
携
推
進
本
部
を

置
き
、
広
域
大
学
間
で
活
発

な
連
携
を
行
っ
て
い
る
一

方
、
東
京
の
下
町
に
あ
る
中

小
企
業
の
工
場
技
術
を
結
集

さ
せ
た
深
海
探
査
ロ
ボ
ッ
ト

「
江
戸
っ
子
１
号
」
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る

な
ど
、
地
元
中
小
企
業
と
の

連
携
強
化
・
地
域
の
技
術
的

課
題
へ
の
対
応
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
生
の
企
業
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
も

の
づ
く
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
へ
の
参
画
、
技
術
経
営

Ｍ
Ｏ
Ｔ

教
育
研
究
の
産

学
連
携
へ
の
活
用
な
ど
も
行

う
。

　
千
葉
工
業
大
学
は
工
業
大

学
の
特
色
を
生
か
し
た
産
官

学
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
が
１

９
９
２
年
発
足
の
「
技
術
・

情
報
振
興
会
」
。
同
会
は
企

業
や
公
共
団
体
と
教
育
研
究

・
技
術
情
報
、
就
職
情
報
な

ど
を
交
換
し
、
大
学
が
産
業

界
や
地
域
社
会
に
貢
献
、
発

展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き

た
。
同
時
に
誕
生
し
た
「
技

術
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
円

滑
な
運
営
も
支
援
し
て
い

る
。

　
ま
た
、

年
に
は
「
産
官

学
融
合
セ
ン
タ
ー
」
を
発
足

さ
せ
た
。
こ
れ
は
産
学
官
連

携
や
技
術
移
転

Ｔ
Ｌ
Ｏ

な
ど
対
外
窓
口
を
一
元
化

し
、
知
的
財
産
管
理
業
務
な

ど
も
集
約
す
る
こ
と
で
、
連

携
を
よ
り
実
効
あ
る
も
の
に

す
る
の
が
狙
い
。
中
小
企
業

を
は
じ
め
、
大
企
業
か
ら
多

種
多
様
な
技
術
相
談
や
国
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に

対
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

教
員
を
選
定
し
、
紹
介
す

る
。
同
大
で
は
「
年
間

件

以
上
の
受
託
・
共
同
研
究
が

進
ん
で
い
る
」
と
話
す
。

　
新
潟
工
科
大
学
は
１
９
９

５
年
に
開
学
し
た
新
潟
初
の

私
立
工
科
大
学
で
、
県
内
の

製
造
業
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
さ
れ
た
特
色
あ
る
大
学
で

あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
企
業
は
、

現
在
県
内
外
２
２
４
社

２

０
１
１
年
３
月
末
時
点

で

組
織
さ
れ
た
「
新
潟
工
科
大

学
産
学
交
流
会
」
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

や
就
職
支
援
な
ど
、
教
育
の

現
場
と
企
業
の
現
場
を
最
短

距
離
に
す
る
同
大
の
産
学
連

携
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年

月
に
は
原

子
力
施
設
の
耐
震
安
全
に
関

す
る
研
究
を
行
う
「
新
潟
工

科
大
学
原
子
力
耐
震
・
構
造

研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し

た
。
経
済
産
業
省
の
研
究
開

発
施
設
の
整
備
事
業
と
し
て

採
択
を
受
け
、
産
学
官
連
携

で
原
子
力
施
設
の
耐
震
研
究

や
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、

世
界
最
先
端
の
知
見
と
情
報

を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て

い
く
。

　
日
本
工
業
大
学
の
「
産
学

連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー
」

は
、
産
学
連
携
活
動
の
推
進

に
加
え
、
起
業
家
精
神
を
持

つ
人
材
育
成
に
も
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
毎
年
開
催
し

て
い
る
学
生
起
業
家
育
成
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
日

本
工
業
大
学
の
学
生
・
大
学

院
生
を
対
象
と
し
て
関
連
授

業
を
行
い
、
新
し
い
事
業
プ

ラ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
募
る
。

５
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
昨

年
、
上
位
入
賞
者
２
組
は
日

刊
工
業
新
聞
社
主
催
の
２
０

１
０
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ

ー
グ
ラ
ン
プ
リ
に
も
応
募
し

た
。
そ
の
う
ち
日
本
工
業
大

学
専
門
職
大
学
院
生
の
原
顯

寛
氏
が
東
京
大
会
で
大
賞
を

受
賞
、
全
国
大
会
に
進
み
、

応
募
総
数
７
９
０
件
の
頂
点

の
一
つ
で
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
部
門
大
賞
、
文
部
科
学
大

臣
賞
に
輝
い
た
。
も
う
１
組

の
機
械
工
学
科
の
学
生
グ
ル

ー
プ
も
東
京
大
会
の
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
部
門
優
秀
賞
を
受

賞
。
同
学
の
起
業
家
育
成
教

育
の
成
果
が
う
か
が
え
る
結

果
と
な
っ
た
。


